
̶ 19 ̶

に
は
現
在
の
近
代
文
学
研
究
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
そ
の
も
の
が
、
と
り
あ
え
ず
は

そ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
塚
原
渋
柿
園
も
、
そ

う
し
た
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
作
家
の
一
人
だ
。

塚
原
渋
柿
園
は
、
本
名
靖し
ず
む、
渋
柿
園
の
他
に
蓼
洲
な
ど
の
筆
名
を
用
い

た
。
渋
柿
園
と
い
う
雅
号
は
、
自
宅
に
あ
っ
た
渋
柿
の
樹
の
悟
り
き
っ
た
様
子

か
ら
採
っ
た
と
い
う
。
（
１
）

塚
原
家
は
代
々
徳
川
幕
府
に
仕
え
て
お
り
、
嘉
永
元

〔
一
八
四
八
〕
年
の
渋
柿
園
出
生
当
時
、
父
の
市
之
丞
昌
之
は
二
百
三
十
俵
取
、

根
来
百
人
組
の
与
力
で
あ
っ
た
。
結
果
、
渋
柿
園
の
少
年
、
青
年
期
は
幕
末
維

新
の
混
乱
の
中
に
あ
り
、
旧
幕
府
側
の
脱
走
兵
と
し
て
官
軍
と
戦
っ
た
経
験
も

あ
る
と
い
う
。
明
治
元
年
、
徳
川
家
が
駿
河
府
中
城
主
と
し
て
新
政
府
か
ら

七
十
万
石
を
与
え
ら
れ
た
の
を
機
に
、
塚
原
家
も
一
家
を
挙
げ
て
静
岡
に
移
住

し
、
渋
柿
園
は
静
岡
藩
士
と
し
て
駿
州
田
中
城
の
勤
番
と
な
っ
た
。
翌
年
、
渋

柿
園
は
沼
津
の
兵
学
校
に
入
学
し
て
外
国
語
の
知
識
を
習
得
、
そ
の
後
、
静
岡

の
医
学
校
に
身
を
置
い
た
り
、
藩
命
で
薩
摩
に
遊
学
し
た
り
も
し
て
い
る
。
明

は
じ
め
に

あ
る
時
期
ま
で
は
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
現
在
は
ほ
と
ん

ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
作

家
は
数
多
く
い
る
。
と
り
わ
け
明
治
期
に
活
動
し
て
い
た
文
人
た
ち
は
、
い
わ

ゆ
る
文
学
史
の
記
述
に
お
い
て
そ
の
〈
近
代
性
〉
を
評
価
さ
れ
、
人
物
名
、
作

品
名
を
強
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
者
を
除
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
を
招
き

や
す
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
明
治
期
の
文
学
状
況
は
近
世
期
の
そ
れ
と
の
連

続
性
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
る
が
、〈
近
代
文
学
〉
及
び
、
そ
の
批
評
や
研
究

に
お
け
る
評
価
軸
か
ら
外
れ
る
人
物
や
そ
の
作
品
は
、
近
世
文
学
研
究
側
か
ら

は
明
治
期
の
文
人
や
作
品
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
近
代
文
学
研
究
側
か
ら
は

〈
前
近
代
的
〉
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
黙
殺
に
近
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
分
節
化
さ
れ
て
細
分
化
を
極
め
て
い
る
文
学
研

究
の
現
状
や
、
文
学
研
究
そ
の
も
の
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
昨
今
の
状
況
、
さ
ら

流
行
研
究
会
と
塚
原
渋
柿
園

︱ 

〈
江
戸
趣
味
〉
の
中
の
身
ぶ
り 

︱

瀬

　

崎

　

圭

　

二
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村
抱
月
が
務
め
、
や
は
り
渋
柿
園
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
３
）

渋
柿
園
は
大
正
六
年
に
没
す
る
が
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
円
本
ブ
ー

ム
の
折
に
は
、小
説
「
由
井
正
雪
」
が
『
現
代
日
本
文
学
全
集
　
第
三
十
四
篇
』

改
造
社
、
昭
和
三
年
）
に
、
同
じ
く
「
島
左
近
」「
山
中
源
左
衛
門
」「
最
上
川
」

が『
明
治
・
大
正
文
学
全
集
　
第
十
四
巻
』春
陽
堂
、昭
和
五
年
）に
収
録
さ
れ
、

戦
後
も
「
天
草
一
揆
」が
『
大
衆
文
学
大
系
　
３
』（
講
談
社
、昭
和
四
六
年
）
に
、

「
山
崎
合
戦
」「
俠
足
袋
」が『
明
治
文
学
全
集
　

89
』（
筑
摩
書
房
、昭
和
五
一
年
）

に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
渋
柿
叢
書
』な
ど
が
復
刻
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
渋
柿
園

の
研
究
も
、
管
見
の
限
り
で
は
、
三
瓶
達
司
に
よ
る
作
品
読
解
や
、
（
４
）

菊
池
真
一

に
よ
る
書
誌
の
整
理
（
５
）

な
ど
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
は
、
こ
う
し
た
渋
柿
園
の
文
学
を
分
析
す
る
も
の
で
は
な
い

し
、
そ
の
作
品
や
作
家
活
動
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
既

に
、神
野
由
紀
『
趣
味
の
誕
生
　
百
貨
店
が
つ
く
っ
た
テ
イ
ス
ト
』（
勁
草
書
房
、

平
成
六
年
）
な
ど
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
末
期
か
ら
の

渋
柿
園
は
、
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
化
を
進
め
る
三
越
呉
服
店
の
流
行
研
究

会
（
流
行
会
）
や
、
流
行
会
か
ら
派
生
し
た
江
戸
趣
味
研
究
会
の
一
員
と
し
て

も
活
動
し
て
い
た
。
本
稿
は
、
し
ば
し
ば
研
究
会
と
い
う
単
位
で
捉
え
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
そ
の
動
向
を
、
（
６
）

渋
柿
園
と
い
う
一
人
の
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
捉

え
直
す
試
み
で
あ
る
。
雨
声
会
や
文
芸
委
員
会
、
流
行
会
、
江
戸
趣
味
研
究
会

な
ど
の
組
織
と
渋
柿
園
と
の
関
係
の
内
実
、
流
行
会
に
お
け
る
渋
柿
園
の
動
向

治
七
年
に
沼
津
兵
学
校
時
代
の
友
人
島
田
三
郎
（
沼
南
）
の
経
営
す
る
横
浜
毎

日
新
聞
社
に
入
社
し
、
明
治
一
一
年
に
東
京
日
日
新
聞
社
に
移
っ
て
、
社
長
福

地
源
一
郎
（
桜
痴
）
と
共
に
編
集
に
従
事
し
た
後
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
か
ら

同
紙
上
に
多
く
の
歴
史
小
説
を
発
表
し
た
。
（
２
）

明
治
四
〇
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
は
、
左
久
良
書
房
か
ら
全
一
二
巻
一
四

冊
の
『
渋
柿
叢
書
』
が
、
明
治
四
五
年
に
は
春
陽
堂
か
ら
『
渋
柿
集
』
上
下
巻

も
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
既
に
歴
史
小
説
の
大
家
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
く
、
相
撲
の
番
付
に
擬
せ
ら
れ
た
「
蒙
御
免
日
本

文
士
階
級
鑑
」（『
文
芸
新
聞
』
明
治
四
〇
年
三
月
一
日
）
で
の
渋
柿
園
の
位
置

は
、
大
小
説
家
の
前
頭
五
枚
目
の
位
置
に
あ
る
。
明
治
四
〇
年
六
月
に
は
、
時

の
首
相
西
園
寺
公
望
に
よ
る
文
人
と
の
歓
談
会
（
雨
声
会
）
に
、
明
治
四
二
年

一
月
に
は
、文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
に
よ
る
文
士
懇
話
会
に
招
か
れ
も
し
た
。

ち
な
み
に
第
一
回
の
雨
声
会
に
招
待
さ
れ
た
の
は
、
森
鷗
外
、
坪
内
逍
遥
、
幸

田
露
伴
、
巌
谷
小
波
、
塚
原
渋
柿
園
、
内
田
魯
庵
、
広
津
柳
浪
、
川
上
眉
山
、

夏
目
漱
石
、
二
葉
亭
四
迷
、
大
町
桂
月
、
後
藤
宙
外
、
島
崎
藤
村
、
泉
鏡
花
、

小
栗
風
葉
、
国
木
田
独
歩
、
徳
田
秋
声
、
田
山
花
袋
、
柳
川
春
葉
、
小
杉
天
外

の
二
〇
名
で
、
逍
遙
、
二
葉
亭
、
漱
石
は
出
席
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
小
松
原

文
相
の
文
士
懇
話
会
は
、
明
治
四
四
年
五
月
の
文
芸
委
員
会
設
立
へ
と
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
委
員
は
、
森
鷗
外
、
上
田
万
年
、
芳
賀
矢
一
、
藤
代

素
人
、
上
田
敏
、
徳
富
蘇
峰
、
姉
崎
嘲
風
、
佐
々
醒
雪
、
幸
田
露
伴
、
巌
谷
小

波
、
伊
原
青
々
園
、
大
町
桂
月
、
塚
原
渋
柿
園
、
饗
庭
篁
村
、
足
立
北
鴎
、
島
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昨
年
へ
か
け
て
一
の
著
き
事
実
な
り
、
殊
に
一
昨
年
の
終
と
昨
年
の
始
と
は
、

此
の
熱
（
此
の
流
行
）
の
最
も
昂
上
せ
し
時
期
な
り
き
」
と
指
摘
す
る
よ
う
な

状
況
が
生
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
歴
史
研
究
の
流
行
」
と
い
っ
た
状
況
と
、

自
ら
の
出
自
と
が
絡
み
合
っ
て
、
渋
柿
園
は
『
東
京
日
日
』
に
歴
史
小
説
を
掲

載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
五
年
後
に
は
早
く
も
次

の
よ
う
な
評
価
が
現
れ
て
い
る
。

浪
六
の
奇
気
あ
り
て
而
か
も
其
杜
撰
な
く
、
露
伴
の
飄
逸
無
け
れ
ど
も
而

か
も
其
風
骨
を
有
す
。
歴
史
小
説
家
と
し
て
今
の
時
塚
原
渋
柿
園
に
頡
頏

し
得
る
も
の
果
し
て
幾
人
か
あ
る
。
／
も
し
彼
を
し
て
脚
色
の
代
り
に
性

格
を
重
ぜ
し
め
、
其
風
稜
鉄
の
如
き
所
に
一
脈
の
情
緒
を
点
せ
し
め
ば
、

彼
の
作
豈
伊
達
政
宗
、
北
条
早
雲
、
も
し
く
は
島
左
近
に
止
ら
む
や
。
／

彼
の
筆
能
く
鉄
衣
悍
馬
を
描
き
、
又
た
能
く
汗
血
俠
勇
を
写
す
。
而
し
て

性
格
の
微
に
入
り
て
事
件
と
人
物
と
の
内
外
受
発
の
理
路
を
示
さ
ず
。
彼

の
露
伴
に
如
か
ざ
る
所
以
な
り
。
若
し
夫
れ
時
代
の
精
神
を
解
し
て
入
魂

点
睛
す
る
の
技
倆
は
当
代
恐
く
は
彼
に
前
な
し
。
吾
人
は
渋
柿
園
が
自
ら

省
み
て
大
に
奮
励
せ
む
こ
と
を
望
む
。（
無
署
名
「
歴
史
小
説
家
と
し
て

の
塚
原
渋
柿
園
」『
太
陽
』
明
治
三
〇
年
九
月
二
〇
日
　
傍
線
引
用
者
）

「
鉄
衣
悍
馬
」
や
「
汗
血
俠
勇
」
を
描
け
る
と
い
う
評
価
は
、
渋
柿
園
の
歴

史
小
説
の
特
徴
と
し
て
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
う
し

た
捉
え
方
に
も
旧
幕
臣
と
い
う
渋
柿
園
の
出
自
や
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
関
係
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
渋
柿
園
は
幸
田

の
整
理
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
の
時
代
状
況
と
渋
柿
園
の
位
置
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
が
、
本
稿
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
。

一
、
旧
幕
臣
と
し
て
の
渋
柿
園

前
述
し
た
よ
う
に
、
渋
柿
園
は
、
島
田
沼
南
が
経
営
す
る
横
浜
毎
日
新
聞
社

に
入
社
し
た
の
ち
、
福
地
桜
痴
が
社
長
兼
主
筆
を
務
め
る
東
京
日
日
新
聞
社
に

移
っ
て
い
る
。
山
本
武
利
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
（
７
）

明
治
初
期
の
新
聞
記
者

に
は
旧
幕
臣
が
多
く
、
渋
柿
園
、
沼
南
、
桜
痴
も
幕
臣
の
家
に
生
ま
れ
た
り
、

自
ら
幕
府
に
仕
え
た
り
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通

し
て
い
る
。
特
に
、
桜
痴
と
渋
柿
園
の
関
係
は
深
く
、
渋
柿
園
は
桜
痴
に
対
す

る
敬
意
の
表
明
を
度
々
繰
り
返
し
た
。
（
８
）

旧
幕
臣
と
い
う
渋
柿
園
の
出
自
は
、
以

後
の
渋
柿
園
の
創
作
活
動
や
言
論
活
動
の
中
に
強
く
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

渋
柿
園
が
『
東
京
日
日
』
誌
上
に
歴
史
小
説
「
敵討

浄
瑠
璃
坂
」
を
連
載
し
始

め
た
の
は
明
治
二
五
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
歴
史
小
説
へ
の
志
向
は
武
家

に
生
ま
れ
た
渋
柿
園
の
内
部
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
当
時

の
状
況
が
生
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
欧
化
主

義
へ
の
反
動
か
ら
国
粋
主
義
的
な
思
潮
が
生
ま
れ
、
そ
の
よ
う
な
動
き
を
基
盤

と
し
て
近
代
史
学
が
成
立
し
た
だ
け
で
な
く
、
（
９
）

小
羊
子
（
坪
内
逍
遥
）・
酉
蹊

生
（
金
子
筑
水
）「
明
治
廿
六
年
文
学
界
の
風
潮
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治

二
七
年
一
月
）
が
「
歴
史
研
究
の
流
行
せ
し
事
は
、
一
昨
年
の
後
半
期
よ
り
、
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四
一
年
七
月
）
と
も
語
っ
て
お
り
、
国
民
思
想
を
涵
養
す
る
歴
史
小
説
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、渋
柿
園
は
、「
自
己
」
と
「
祖
先
」

と
の
連
続
性
を
担
保
す
る
「
国
家
」
の
歴
史
を
、
虚
構
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
も

愛
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
が
、「
自

己
」
と
「
祖
先
」
の
連
続
性
の
向
こ
う
に
「
国
家
」
を
見
、
そ
し
て
そ
の
歴
史

が
虚
構
で
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
に（

10
）
、
旧
幕
臣
と
し
て
の
渋

柿
園
の
歴
史
観
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

前
述
し
た
、明
治
四
〇
年
六
月
の
西
園
寺
公
望
に
よ
る
文
人
と
の
歓
談
会（
雨

声
会
）
に
渋
柿
園
が
招
待
さ
れ
た
の
は
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
歴
史
小
説
家
と

し
て
の
評
価
の
蓄
積
に
よ
る
も
の
で（

11
）
、
明
治
四
〇
年
六
月
一
七
日
か
ら
一
九

日
ま
で
三
日
間
行
わ
れ
た
こ
の
会
の
三
日
目
、
一
九
日
午
後
五
時
か
ら
、
渋
柿

園
は
、
露
伴
、
桂
月
、
魯
庵
、
独
歩
、
藤
村
と
共
に
会
に
出
席
し
た
。
当
時
の

新
聞
記
事
「
首
相
の
文
士
招
待
（
三
日
目
の
請
待
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明

治
四
〇
年
六
月
二
〇
日
）
に
よ
れ
ば
、
接
待
役
の
竹
越
三
叉
の
も
と
、
渋
柿
園

は
「
日
本
小
説
は
支
那
や
西
洋
の
も
の
よ
り
品
格
に
於
て
大
に
優
つ
て
居
る
」

と
気
焔
を
吐
き
、
娯
楽
の
話
題
に
は
自
身
の
岩
石
収
集
の
経
験
を
披
露
し
な
が

ら
「
総
じ
て
趣
味
な
る
も
の
は
凡
て
愚
だ
」
と
述
べ
、
桂
月
が
人
相
論
の
話
を

す
れ
ば
、接
待
す
る
芸
妓
相
手
に
人
相
を
見
始
め
て
会
を
盛
り
上
げ
た
と
い
う
。

渋
柿
園
自
身
も
、
こ
の
日
に
つ
い
て
の
記
事
を
残
し
て
お
り
、
西
園
寺
公
望
の

印
象
を
「
主
人
の
侯
爵
の
談
話
に
巧
に
、
諧
謔
に
富
み
給
へ
る
は
今
更
に
て
来

客
の
臍
を
抉
る
に
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
の
手
腕
が
あ
る
」（「
首
相
邸
参
候
の
記
」

露
伴
や
村
上
浪
六
ら
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
村
田
犀
川
「
談
理
の
徒
を

排
す
」（『
新
声
』
明
治
四
二
年
一
月
）
で
も
、
露
伴
と
比
較
さ
れ
た
上
で
「
吾

人
は
渋
柿
氏
の
諸
作
に
於
て
、
経
世
家
的
見
識
と
詩
人
的
同
情
の
円
融
無
礙
な

る
を
認
む
。
氏
の
諸
作
に
細
観
渉
察
の
迹
あ
る
は
そ
れ
是
に
よ
る
歟
」
と
、
そ

の
記
述
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
渋
柿
園
は
、
武
士
や
戦
の
描
写
と
い
っ

た
点
だ
け
で
な
く
、
歴
史
小
説
を
通
じ
た
時
代
精
神
の
抽
出
や
、
そ
の
記
述
に

見
ら
れ
る
細
か
な
観
察
と
い
っ
た
点
で
も
評
価
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

渋
柿
園
自
身
は
、
自
ら
の
歴
史
小
説
に
つ
い
て
、「
歴
史
な
る
も
の
は
真
の

事
実
で
あ
る
か
、
ど
う
か
と
い
ふ
事
が
先
づ
最
初
の
疑
問
で
あ
つ
て
、
私
の
考

で
は
此
の
歴
史
な
る
も
の
が
原
来
一
種
の
小
説
で
あ
ら
う
と
お
も
ふ
。
だ
か
ら

ど
れ
が
事
実
、
こ
れ
が
事
実
と
い
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
之
れ
を
一
切
作
り
物
語
と

見
て
し
ま
っ
て
、
其
上
に
自
分
々
々
の
考
へ
を
附
け
る
よ
り
外
に
し
か
た
が
な

い
と
考
へ
る
。（
中
略
）
そ
の
時
代
々
々
の
、
風
俗
な
り
、
習
慣
な
り
、
人
情

な
り
、
又
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
人
物
の
性
格
な
り
を
描
写
す
る
が
主
な
の
だ

か
ら
、
此
の
小
説
に
冠
す
る
に
歴
史
と
云
ふ
文
字
を
以
て
す
る
は
好
ま
し
く
な

い
。
で
私
は
い
つ
も
云
ふ
こ
れ
は
時
代
小
説
と
呼
び
た
い
の
だ
」（「
歴
史
と
小

説
（
歴
史
小
説
に
あ
ら
ず
時
代
小
説
な
り
）」『
新
声
』
明
治
三
九
年
一
〇
月
）

と
述
べ
て
お
り
、
歴
史
な
る
も
の
の
虚
構
性
や
、「
時
代
小
説
」
と
い
う
呼
称

へ
の
拘
泥
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
自
己
を
重
か
ら
し
め
、
祖
先
を
知
ら
し

め
、
国
家
を
愛
せ
し
む
る
、
又
さ
う
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
は
今
ま
で

そ
の
考
へ
で
書
い
て
来
た
の
で
す
」（「
歴
史
小
説
に
就
て
」『
新
小
説
』
明
治
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せ
る
は
上
田
万
年
、
塚
原
渋
柿
園
の
両
家
に
し
て
小
波
、
抱
月
氏
等
も
大
分
き

こ
し
召
し
て
居
ら
れ
し
様
子
な
り
」
（
14
）

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
会
合
や
酒
席
そ
の
も
の
は
好
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
必

ず
し
も
そ
の
会
合
や
組
織
の
趣
旨
に
渋
柿
園
が
賛
同
し
て
い
た
こ
と
を
表
す
も

の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。
渋
柿
園
の
発
言
に
は
、
旧
幕
臣
と
い
う
出
自
故
の
国

家
意
識
が
し
ば
し
ば
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
か
ら
生

じ
る
明
治
の
社
会
や
政
治
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
が
、
こ
の
時
期
に
彼
が
名

を
連
ね
て
い
た
組
織
や
会
合
と
の
関
係
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
し
て
、

三
越
の
流
行
会
と
渋
柿
園
と
の
関
係
に
も
雨
声
会
の
そ
れ
と
同
様
の
認
識
が
う

か
が
え
る
。二

、
流
行
会
と
渋
柿
園

か
ね
て
か
ら
西
洋
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
た

合
名
会
社
三
井
呉
服
店
は
、
明
治
三
七
年
一
二
月
に
株
式
会
社
三
越
呉
服
店
に

改
組
さ
れ
、三
越
は
翌
年
年
頭
の
主
要
新
聞
各
紙
に「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ー

ア
宣
言
」
の
広
告
を
掲
載
し
た
。
三
越
誕
生
直
後
に
仕
掛
け
ら
れ
た
元
禄
模
様

の
流
行
は
、
日
露
戦
争
の
戦
勝
景
気
と
相
俟
っ
て
大
き
な
広
が
り
を
示
し
、
そ

れ
に
呼
応
す
る
形
で
明
治
三
八
年
七
月
に
元
禄
研
究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た（

15
）
。

明
治
三
八
年
七
月
二
三
日
、
井
上
頼
圀
、
足
立
北
鴎
、
島
田
沼
南
、
岡
野
知

十
ら
の
賛
助
と
、
戸
川
残
花
の
主
導
に
よ
っ
て
第
一
回
元
禄
研
究
会
が
開
催
さ

れ
、
残
花
の
趣
旨
説
明
や
、
福
地
桜
痴
、
角
田
竹
冷
、
清
水
晴
風
、
正
木
直
彦
、

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
同
年
同
月
同
日
）
と
記
し
て
い
る
。

渋
柿
園
は
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
第
二
回
（
明
治
四
〇
年
一
〇
月
一
八
日
開

催
）、
第
三
回
（
明
治
四
一
年
五
月
二
七
日
開
催
）、
第
四
回
（
明
治
四
二
年
六

月
一
六
日
開
催
）、
第
五
回
（
明
治
四
三
年
年
一
一
月
二
五
日
開
催
）
と
、
雨

声
会
に
出
席
し
続
け
た
。
明
治
四
四
年
一
一
月
一
七
日
開
催
の
第
六
回
は
眼

病
の
た
め
欠
席
し
た
が（

12
）
、
ほ
ぼ
毎
回
出
席
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

こ
の
行
動
は
必
ず
し
も
当
時
の
渋
柿
園
の
発
言
と
合
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い（

13
）
。
渋
柿
園
は
雨
声
会
に
出
席
し
続
け
て
い
た
当
時
、「
心
細
い
と
い
へ
ば
、

今
の
日
本
は
大
変
な
借
金
を
し
て
ゐ
て
、
成
算
が
立
た
ん
と
い
つ
て
、
上
御
一

人
か
ら
下
訳
の
分
つ
た
人
間
は
心
配
し
て
ゐ
る
、
戦
が
初
つ
て
臥
薪
嘗
胆
す
る

の
じ
や
な
い
、
今
が
其
の
時
だ
の
に
、
閑
散
の
身
に
な
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
西

園
寺
公
望
と
い
ふ
男
が
、
京
都
下
ん
だ
り
ま
で
行
つ
て
、
芸
者
を
近
け
て
、
酒

を
飲
ま
す
の
が
上
手
だ
な
ど
と
云
て
、
馬
鹿
を
尽
し
て
ゐ
る
が
、
沙
汰
の
限
り

だ
ね
、
新
聞
に
風
流
宰
相
と
か
、
風
流
何
と
か
だ
て
馬
鹿
々
々
し
い
、
怪
し
か

る
こ
と
だ
」（「
渋
柿
園
一
夕
話
」『
趣
味
』
明
治
四
一
年
一
〇
月
）
と
述
べ
て

も
い
る
か
ら
だ
。
前
掲
の
新
聞
記
事
で
は
、
西
園
寺
公
望
の
談
話
の
手
腕
を
持

ち
上
げ
て
い
た
が
、
こ
の
記
事
で
は
、
日
露
戦
争
後
の
青
年
た
ち
の
思
想
や
日

本
の
経
済
状
況
を
憂
い
な
が
ら
、
雨
声
会
を
主
催
し
た
首
相
西
園
寺
公
望
を
痛

烈
に
批
判
し
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
渋
柿
園
は
、
明
治
四
二
年
一
月
一
九
日
の
文
部
大
臣
小
松
原

英
太
郎
に
よ
る
文
士
懇
話
会
に
も
出
席
し
、
そ
の
新
聞
記
事
で
も
「
最
も
酩
酊
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形
成
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た（

22
）
。
博
文
館
か
ら
三
越
に
入
社
し
、
機

関
雑
誌
『
時
好
』
の
編
集
を
任
さ
れ
た
浜
田
四
郎
は
、
衣
服
や
調
度
品
に
詳
し

い
と
い
う
理
由
か
ら
各
新
聞
の
劇
評
記
者
に
協
力
を
得
て
記
事
を
集
め
、
そ
こ

か
ら
流
行
会
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
が
（
23
）
、初
期
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

黒
田
撫
泉
、
横
山
健
堂
、
遅
塚
麗
水
、
石
橋
思
案
、
永
井
鳳
仙
、
岡
鬼
太
郎
、

伊
坂
梅
雪
、
井
上
剣
花
坊
、
篠
田
鉱
造
、
戸
川
残
花
、
神
谷
鶴
伴
、
松
居
松
葉
、

水
口
薇
陽
、
中
内
蝶
二
、
武
田
桜
桃
、
巌
谷
小
波
、
伊
原
青
々
園
、
岡
本
綺
堂
、

田
村
三
治
ら
の
名
が
見
え
る
。
確
か
に
新
聞
の
劇
評
担
当
者
の
名
は
多
く
、
前

述
の
元
禄
研
究
会
に
も
参
加
し
て
い
た
人
物
た
ち
の
名
も
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
二
つ
の
組
織
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う（

24
）
。

明
治
四
二
年
頃
か
ら
の
流
行
会
に
は
さ
ら
に
多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
文
芸

関
連
で
は
、
佐
々
醒
雪
、
塚
原
渋
柿
園
、
半
井
桃
水
、
東
儀
鉄
笛
、
前
田
曙
山
、

新
渡
戸
稲
造
、
森
鷗
外
、
井
上
通
泰
、
饗
庭
篁
村
、
内
田
魯
庵
ら
が
加
わ
っ
た
。

大
正
元
年
一
二
月
に
は
、
幸
田
露
伴
、
佐
々
醒
雪
、
邨
田
丹
陵
、
塚
原
渋
柿
園
、

中
内
蝶
二
、
井
上
剣
花
坊
、
斎
藤
隆
三
、
久
保
田
米
斎
、
饗
庭
篁
村
、
伊
原
青
々

園
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
江
戸
趣
味
研
究
会
が
流
行
会
か
ら
派
生
し
て
お
り
、
会

の
主
導
に
よ
る
資
料
調
査
や
講
演
会
、
展
覧
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
流
行
会

は
、
そ
の
後
も
柳
田
国
男
や
笹
川
臨
風
ら
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
活
発
な
活
動

を
行
っ
た
。

渋
柿
園
は
、
明
治
三
八
年
一
一
月
五
日
開
催
の
第
二
回
元
禄
研
究
会
に
参
加

し
、
三
越
の
流
行
会
に
は
明
治
四
二
年
一
月
二
一
日
開
催
の
例
会
か
ら
参
加
す

鳥
居
龍
蔵
ら
の
演
説
が
行
わ
れ
た（

16
）
。
同
年
一
一
月
五
日
に
は
引
き
続
き
第
二

回
の
研
究
会
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
元
禄
研
究
会
に
は
多
く
の
文
人
が
参
加

し
て
お
り
、
例
え
ば
第
一
回
の
研
究
会
に
は
、
残
花
、
桜
痴
、
竹
冷
、
内
田
魯

庵
、
伊
藤
松
宇
、
森
無
黄
と
い
っ
た
旧
幕
臣
や
秋
声
会
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、

大
島
宝
水
、
関
如
来
、
梶
田
半
古
、
松
居
松
葉
ら
が
名
を
連
ね
た
。
第
二
回
の

研
究
会
に
は
、
彼
ら
に
加
え
て
、
島
村
抱
月
、
塚
越
停
春
、
鏑
木
清
方
、
佐
々

醒
雪
、
福
田
琴
月
、
笹
川
臨
風
、
五
十
嵐
力
、
長
谷
川
天
渓
、
野
口
米
次
郎
、

塚
原
渋
柿
園
、
神
谷
鶴
伴
、
幸
堂
得
知
、
水
野
年
方
、
三
木
竹
二
、
石
橋
思
案

と
い
っ
た
文
人
た
ち
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

17
）
。
そ
の
後
、
元
禄
研
究
会
は

明
治
三
九
年
二
月
四
日
に
第
三
回
研
究
会
を
催
し（

18
）
、
同
年
六
月
一
七
日
に
は

早
稲
田
の
大
隈
重
信
邸
で
文
芸
協
会
と
の
連
合
研
究
会
を
開
い
て
い
る（

19
）
。
大

隈
は
第
一
回
元
禄
研
究
会
に
出
席
し
て
お
り
、
第
二
回
会
合
に
抱
月
や
天
渓
の

名
が
あ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
連
合
研
究
会
の
開
催
も
、
文
芸

協
会
の
会
頭
で
あ
る
大
隈
の
政
治
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
渋

柿
園
は
こ
の
文
芸
協
会
の
賛
助
員
で
も
あ
り
、
同
年
二
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た

発
会
式
に
も
出
席
し
て
い
る（

20
）
。

連
合
研
究
会
開
催
以
降
の
元
禄
研
究
会
の
行
方
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い

が
、こ
の
会
へ
の
三
越
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、そ
の
機
関
雑
誌
『
時

好
』
誌
上
で
も
会
の
様
子
を
紹
介
し
た
り
、
展
示
品
を
出
品
し
た
り
し
て
い

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
三
越
で
は
明
治
三
八
年
六
月
に
流
行
研
究
会
（
流
行

会
）
と
い
う
組
織
も
結
成
さ
れ
て
お
り（

21
）
、
当
時
の
文
人
、
知
識
人
か
ら
流
行
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柿
園
・
鳩
山
春
子
・
内
藤
鳴
雪
・
泉
鏡
花
・
巌
谷
小
波
・
成
瀬
仁
蔵
「
文
教
と

三
越
呉
服
店
」『
太
陽
』
明
治
四
二
年
四
月
一
日
）
の
中
で
、
三
越
に
対
し
て

以
下
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

実
は
ま
だ
私
は
三
越
の
店
附
を
覗
い
た
事
も
な
い
。（
中
略
）勿
論『
流
行
』

と
い
ふ
こ
と
を
、経
済
と
い
ふ
側
の
意
味
か
ら
言
へ
ば
詰
り
『
贅
沢
』
で
、

更
に
風
教
上
の
堅
実
と
か
、
克
己
と
か
い
ふ
方
か
ら
見
れ
ば
、
決
し
て
喜

ぶ
べ
き
こ
と
と
は
言
へ
な
い
。
然
し
な
が
ら
そ
の
『
流
行
』を
作
る
裏
面
、

『
流
行
』
の
世
間
に
現
は
れ
た
果
に
は
、
ま
た
貴
む
べ
き
努
力
や
重
ん
ず

べ
き
効
績
が
輝
い
て
居
る
。（
中
略
）
昨
日
の
流
行
は
今
日
の
旧
物
、
今

日
の
理
想
は
明
日
の
現
実
、
斯
く
て
社
会
は
活
動
し
、
長
足
し
、
商
工
業

の
発
達
も
促
せ
ば
、
文
物
の
奨
励
と
も
な
り
、
随
つ
て
科
学
は
益
々
発
達

し
、伎
芸
は
彌
々
上
進
す
る
と
い
ふ
、因
は
果
を
為
し
、果
は
因
を
為
し
て
、

其
国
、
其
民
は
他
の
世
界
の
進
運
に
も
後
れ
ぬ
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

故
に
流
行
と
い
ふ
こ
と
も
是
を
広
義
に
解
釈
し
て
来
る
と
、
一
国
文
運
の

進
歩
発
展
を
促
す
の
み
な
ら
ず
、
大
に
し
て
は
世
界
の
富
を
増
す
と
い
ふ

こ
と
に
も
な
る
訳
な
の
で
、
軈
て
は
人
類
の
発
達
上
に
大
貢
献
を
為
す
も

の
と
も
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
日
本
人
な
る
も
の
は
、
其
の
生
れ

た
国
の
日
本
の
面
目
だ
け
は
存
し
て
貰
ひ
た
い
。
潰
さ
な
い
様
に
し
て
戴

き
た
い
。
其
れ
丈
け
が
懇
願
だ
。
近
頃
、
兎
か
く
国
民
性
を
無
く
な
す
流

行
が
あ
る
や
う
だ
が
、そ
ん
な
『
流
行
』は
真
平
だ
。
　
　（
傍
線
引
用
者
）

こ
の
発
言
に
従
え
ば
、
当
時
の
渋
柿
園
は
既
に
流
行
会
に
参
加
し
て
い
た
に

る
よ
う
に
な
っ
た
。
流
行
会
に
は
雨
声
会
と
並
行
し
て
出
席
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
元
禄
研
究
会
や
流
行
会
へ
の
渋
柿
園
の
か
か
わ
り
は
、
む
ろ
ん
江
戸
文

化
に
対
す
る
知
識
の
深
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
に
名
を
連

ね
て
い
た
文
人
た
ち
と
通
じ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
前
述
の
通

り
、
福
地
桜
痴
は
渋
柿
園
と
深
い
関
係
に
あ
る
し
、
東
京
日
日
時
代
の
岡
本
綺

堂
が
師
事
し
た
の
は
渋
柿
園
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
渋
柿
園
は
、
三
越
の
前
身
三

井
呉
服
店
に
協
力
的
で
あ
っ
た
尾
崎
紅
葉
や
、
流
行
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
た
巌
谷
小
波
と
も
親
し
く
、
第
一
回
元
禄
研
究
会
で
桜
痴
と
共
に
演
説
を

行
っ
た
角
田
竹
冷
と
も
通
じ
て
い
た（

25
）
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
流
行
会
に
名
を
連
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
渋
柿
園
だ
が
、
流
行
会
の
例
会
に
最
初
の
出
席
を
見
せ
る
数
か
月
前
に
は
、

「
輸
入
が
超
過
す
る
と
い
ふ
が
、
新
輸
入
の
主
な
る
も
の
が
、
宝
石
だ
と
い
ふ

か
ら
驚
く
ね
、
世
の
中
が
斯
う
虚
栄
心
が
強
く
な
つ
て
、
奢
侈
に
傾
い
て
は
好

か
ぬ
、
女
な
ど
が
奢
侈
に
な
る
の
は
、
天
賞
堂
だ
と
か
、
三
越
と
か
白
木
屋
と

か
、
奢
侈
の
風
を
煽
ぎ
立
て
る
の
だ
」（「
渋
柿
園
一
夕
話
」
前
掲
）
と
述
べ
て

お
り
、
三
越
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
女
性
の
虚
栄
心
を
あ
お
る
装
置
と

し
て
三
越
を
批
判
す
る
言
説
は
、
当
時
の
三
越
批
判
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
様

式
で
あ
り（

26
）
、
渋
柿
園
の
言
説
も
そ
の
反
復
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
う
し
た
立
場

に
立
っ
て
い
た
渋
柿
園
が
数
か
月
後
に
三
越
の
流
行
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と

に
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。

流
行
会
参
加
後
に
も
、
渋
柿
園
は
「
潮
に
随
つ
て
波
を
上
げ
る
」（
塚
原
渋
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柿
園
は
九
月
八
日
に
「
幕
末
に
於
け
る
武
士
の
風
俗
」と
い
う
講
話
を
行
っ
た（

28
）
。

好
評
の
た
め
、
こ
の
講
話
の
続
き
を
望
む
声
も
多
か
っ
た
上
に（

29
）
、
渋
柿
園
は

同
年
一
〇
月
一
〇
日
開
催
の
流
行
会
第
一
回
講
演
会
の
演
者
に
選
ば
れ
、「
江

戸
時
代
の
手
習
師
匠
」
と
い
う
題
目
で
講
演
を
行
っ
て
も
い
る
。
三
越
の
機
関

雑
誌
『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
講
演
は
「
文
壇
の
老
将
軍
」

が
「
老
儒
の
経
書
を
講
ず
る
」
よ
う
な
身
ぶ
り
で
行
わ
れ
、
聴
衆
は
厳
粛
な
態

度
で
そ
れ
を
聴
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る（

30
）
。
会
員
の
希
望
通
り
、
同
年
一
一

月
八
日
開
催
の
流
行
会
で
は
、渋
柿
園
の
幕
末
風
俗
に
つ
い
て
続
き
の
講
話「
予

が
知
れ
る
刀
装
の
沿
革
」
が
行
わ
れ
た
他（

31
）
、
流
行
会
の
場
で
は
「
食
膳
を
撤

し
た
る
後
、
塚
原
氏
は
起
て
幕
末
時
代
武
家
正
月
風
習
の
面
白
き
講
話
を
せ
ら

れ
し
に
は
皆
耳
を
傾
け
た
り
き
」
（
32
）

と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
渋
柿
園
が
会
員

た
ち
の
関
心
を
引
き
、
敬
意
を
持
た
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。そ

れ
は
、
実
際
に
幕
末
を
幕
臣
と
し
て
生
き
た
渋
柿
園
の
ア
ウ
ラ
が
も
た
ら

し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
三
越
の
機
関
雑
誌
に
は
、
先
に
紹
介
し
た

流
行
会
で
の
講
話
が
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
渋
柿
園
の
表

現
に
は
あ
る
共
通
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。例
え
ば
、「
嘉
永
以
後
、

戊
辰
前
後
の
事
に
な
り
ま
す
と
見
た
り
聞
い
た
り
で
は
無
く
て
、
自
分
で
以
て

実
験
し
た
こ
と
が
少
な
く
無
い
。
其
の
実
験
に
因
る
と
大
分
違
つ
た
事
も
あ
り

ま
す
の
で
、
私
は
此
れ
か
ら
其
の
実
験
談
。
自
分
の
遣
つ
て
来
た
事
に
つ
い
て

申
上
げ
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
る
」（「
江
戸
時
代
の
手
習
師
匠
」『
み
つ
こ

も
か
か
わ
ら
ず
、「
三
越
の
店
附
を
覗
い
た
事
」
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、「
渋
柿
園
一
夕
話
」
で
の
発
言
と
比
べ
れ
ば
、
流
行
を
創
り
出
す
商
工

業
や
科
学
の
発
達
が
世
界
や
人
類
の
発
展
を
促
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
理
由
で

三
越
の
存
在
を
肯
定
す
る
よ
う
な
立
場
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
微
妙
な
変
化
は
、
流
行
会
と
い
う
組
織
と
渋
柿
園
と
の
か
か
わ
り
が
も
た
ら

し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
流
行
を
「
国
民
性
」
を
保
守
す
る

そ
れ
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
旧
幕
臣
と
し
て
の
明
治
国
家
に
対
す

る
認
識
が
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
あ
る
い
は
、
三
越
や
近

代
的
な
流
行
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
国
民
国
家
の
強
化
装
置
と
し
て

是
認
し
て
い
く
論
理
が
、『
太
陽
』
誌
上
の
特
集
記
事
「
文
教
と
三
越
呉
服
店
」

に
集
っ
た
他
の
論
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
そ
う
し

た
言
説
様
式
を
渋
柿
園
も
ま
た
吸
収
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
当
時

の
渋
柿
園
は
「
三
越
の
店
附
を
覗
い
た
事
」
は
ま
だ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
認
識
や
論
理
の
中
で
か
つ
て
批
判
し
て
い
た
三
越
の
流
行
会
に
名
を
連
ね
る

こ
と
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

三
、〈
江
戸
趣
味
〉
の
中
の
渋
柿
園

そ
の
よ
う
な
渋
柿
園
の
ス
タ
ン
ス
や
意
識
と
は
別
の
レ
ベ
ル
で
、
流
行
会
は

渋
柿
園
と
い
う
存
在
に
価
値
を
置
い
て
い
た
よ
う
だ
。
明
治
四
三
年
七
月
九
日

開
催
の
流
行
会
例
会
で
、
次
回
の
例
会
の
講
話
者
と
し
て
渋
柿
園
を
望
む
票
が

多
か
っ
た
が
、
渋
柿
園
の
事
情
の
た
め
そ
れ
は
九
月
例
会
に
延
期
さ
れ（

27
）
、
渋
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前
述
し
た
よ
う
に
、
渋
柿
園
は
流
行
会
か
ら
派
生
し
た
江
戸
趣
味
研
究
会
の

一
員
と
し
て
も
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
元
年
一
二
月
二
〇
日
開
催
の
第

一
回
、
大
正
二
年
一
月
三
一
日
開
催
の
第
二
回
と
続
け
て
会
に
出
席
し
、
機
関

雑
誌
『
三
越
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
「
江
戸
趣
味
研
究
資
料
」
で
は
、
第
二
回

の
「
祭
礼
、
仏
会
」（『
三
越
』
大
正
二
年
九
月
）
を
担
当
し
て
い
る
。
江
戸
趣

味
研
究
会
は
、こ
の
「
江
戸
趣
味
研
究
資
料
」を
『
三
越
』誌
上
に
紹
介
し
た
他
、

大
正
四
年
六
月
一
日
か
ら
一
五
日
ま
で
三
越
で
開
催
さ
れ
た
江
戸
趣
味
展
覧
会

を
実
質
的
に
主
催
し
た（

35
）
。
江
戸
趣
味
展
覧
会
は
、
尾
形
光
琳
の
二
百
年
忌
辰

と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
物
品
の
展
示
や
講
演
会
を
行
い
、
開
催
期
間
を
延

長
す
る
ほ
ど
の
好
評
を
得
た（

36
）
。

こ
の
よ
う
に
三
越
の
流
行
会
や
江
戸
趣
味
研
究
会
で
の
渋
柿
園
の
活
動
を
列

挙
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
組
織
と
渋
柿
園
と
の
深
い
関
係
が
う
か
が
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
流
行
会
に
は
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
に
出
席
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
表
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
機
関
雑
誌
に
毎
月
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
る
流
行
会
の
例
会
出
席
者
の
欄
に
渋
柿
園
の
名
が
度
々
現
れ
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
毎
回
出
席
し
て
い
る
会
員
も
い
る
中
で
、
渋
柿
園
の
出
席

状
況
は
決
し
て
良
い
と
は
言
え
な
い
の
だ
。
先
に
取
り
上
げ
た
「
渋
柿
園
一
夕

話
」
に
お
け
る
西
園
寺
公
望
に
対
す
る
批
判
や
、
三
越
、
白
木
屋
に
対
す
る
渋

柿
園
の
批
判
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
あ
る
個
人
や
組
織
に
批
判
的
で
は
あ
り
な
が
ら

も
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
っ
て
い
っ
た
渋
柿
園
の
ス
タ
ン
ス
を
そ
こ
に
読
み
取
る

こ
と
も
で
き
よ
う
し
、
西
園
寺
公
望
や
三
越
と
の
関
係
よ
り
も
、
単
に
そ
こ
に

し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
三
年
一
一
月
）、「
小
さ
い
鍔
を
附
け
た
、
白
柄
に
塗
鮫
、

朱
鞘
と
い
ふ
、
／
恁
う
い
ふ
装
り
の
を
人
が
喜
ん
で
指
し
ま
し
た
。
即
は
ち
私

も
指
し
た
。
そ
し
て
下
緒
を
極
く
長
い
の
に
し
た
」（「
幕
末
の
江
戸
風
俗
（
脇

差
）」『
三
越
』
明
治
四
四
年
三
月
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
渋
柿
園
の
実
体
験
で

あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
り
、
時
に
は
刀
剣
や
鍔
の
実
物
を
紹
介
し
な
が
ら
話

が
進
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る（

33
）
。
幕
末
を
武
士
と
し
て
生
き
た
渋
柿
園
の
実
体

験
が
講
話
の
中
に
ち
り
ば
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
信
憑
性
を
聞
き
手
に
保
証

す
る
よ
う
な
効
果
を
発
揮
し
た
の
だ
ろ
う
。

三
越
の
機
関
雑
誌
に
は
渋
柿
園
の
小
説
も
時
折
掲
載
さ
れ
て
お
り
、例
え
ば
、

元
禄
研
究
会
や
流
行
会
結
成
以
前
に
掲
載
さ
れ
た
「
子
ゆ
ゑ
」（『
時
好
』
明
治

三
七
年
五
〜
七
月
）
で
は
、「
然
し
又
た
、
武
人
と
し
て
最
も
重
ん
ず
べ
き
的

は
信
義
で
あ
る
。
下
世
話
に
も
云
ふ
武
士
に
二
言
無
し
！
」、
あ
る
い
は
、「
武

人
の
要
素
は
決
断
に
あ
る
。
彼
は
今
其
の
決
断
に
頼
る
よ
り
他
に
為
術
無
き
事

を
、亦
た
其
の
決
断
に
由
り
て
断
じ
た
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
武
人
」

の
一
般
的
な
価
値
観
が
前
提
と
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
が
作
中
人
物
で
あ
る
武
士

の
言
動
を
決
定
し
て
い
く
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
他
に「
彫
像
」（『
三
越
』

大
正
元
年
八
月
）
や
「
屏
風
の
画
」（
同
　
大
正
二
年
一
月
）
と
い
っ
た
作
品

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
も
渋
柿
園
と
い
う
作
家
そ
の
も
の
が
抱
え
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
と
決
し
て
無
関
係
に
受
容
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な

み
に
、三
越
が
大
正
二
年
八
月
に
行
っ
た
「
懸
賞
文
芸
二
十
種
」
の
募
集
で
は
、

渋
柿
園
は
、幸
田
露
伴
、森
鷗
外
と
共
に
小
説
部
門
の
選
者
を
務
め
て
も
い
る（

34
）
。
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 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況
 明治42・１・21 ○ 明治43・１・21  明治44・１・８
 明治42・２・23  明治43・２・23  明治44・２・８
 明治42・３・13 ○ 明治43・３・18  明治44・３・８
 明治42・４・20  明治43・４・24 ？ 明治44・４・８
 明治42・５・26  明治43・５・18  明治44・５・８
 明治42・６・25 ○ 明治43・６・15  明治44・６・？
 明治42・７・18 ○ 明治43・７・９ ○ 明治44・７・８ ○
 明治42・８・26 ○ 明治43・８・８  明治44・８・８
 明治42・９・20  明治43・９・８ ○ 明治44・９・８
 明治42・10・25 〇 明治43・10・８  明治44・10・８
 明治42・11・25  明治43・11・８ ○ 明治44・11・８
 ？ ？ 明治43・12・８ ○ 明治44・12・８

 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況
 明治45・１・８  大正２・１・８  大正３・１・９
 明治45・２・８  大正２・２・８  大正３・２・８
 明治45・３・８  大正２・３・？  大正３・３・８ 
 明治45・４・８ ○ 大正２・４・８  大正３・４・５ ○
 明治45・５・８ ○ 大正２・５・８  大正３・５・８
 明治45・６・８ ○ 大正２・６・８  大正３・６・？
 明治45・７・14 ○ 大正２・７・18 ○ 大正３・７・12
 天皇崩御のため休会  大正２・８・８ ○ 大正３・８・８ ○
 大正元・９・８  大正２・９・８  大正３・９・？
 ？ ？ 大正２・10・10  大正３・10・８
 大正元・11・８  大正２・11・９  大正３・11・？
 大正元・12・８  大正２・12・８  大正３・12・８

 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況 開催年月日 出席状況
 大正４・１・１  大正５・１・８  大正６・１・９
 大正４・２・８  大正５・２・？  大正６・２・？
 大正４・３・８  大正５・３・８  大正６・３・８ ○
 大正４・４・８  大正５・４・？ ○ 大正６・４・８
 大正４・５・８ 〇 大正５・５・10 ○ 大正６・５・８
 ？ ？ 大正５・６・８ ○ 大正６・６・８
 大正４・７・10  大正５・７・８ ○
 大正４・８・８  ？ ？
 大正４・９・８  大正５・９・８
 大正４・10・８  大正５・10・？
 大正４・11・８  大正５・11・？
 大正４・12・８ ○ 大正５・12・８

表（塚原渋柿園の流行会例会出席状況）

付記　この表は『三越（みつこし）タイムス』『三越』誌上の流行会関連記事をもとに作成した。
〇は渋柿園の例会出席を示し、空欄は例会出席者としては渋柿園の名が記載されていないこ
とを、？は記載そのものが誌上に存在しないことを示す。
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柿
園
は
『
あ
ふ
ひ
』
誌
上
に
「
江
戸
時
代
の
軟
文
学
」（『
あ
ふ
ひ
』
明
治
四
三

年
七
〜
九
月
）
を
連
載
し
た
他
、
明
治
四
三
年
三
月
一
三
日
に
上
野
不
忍
境
内

生
池
院
で
開
催
さ
れ
た
葵
文
会
の
第
一
回
展
覧
会
に
、
自
身
の
所
有
す
る
『
武

道
三
国
志
』（
正
徳
二
〔
一
七
一
二
〕
年
）
を
出
品
し
た
。
こ
の
展
覧
会
の
他

の
出
品
者
に
は
、
幸
堂
得
知
、
林
若
樹
、
角
田
竹
冷
、
饗
庭
篁
村
、
久
保
田
米

斎
、
伊
藤
松
宇
、
大
野
洒
竹
、
小
泉
宇
外
、
鶯
亭
金
升
、
大
槻
如
電
、
田
村
西
男
、

岡
本
綺
堂
、
星
野
麦
人
ら
が
お
り（

37
）
、
出
品
者
に
加
え
て
戸
川
残
花
、
水
谷
不
倒
、

幸
田
成
友
、
佐
々
醒
雪
、
宮
武
外
骨
、
内
田
魯
庵
ら
も
来
会
し
た（

38
）
。
雑
誌
『
あ

ふ
ひ
』
の
会
員
や
読
者
、
葵
文
会
第
一
回
展
覧
会
の
出
品
者
、
来
会
者
に
は
、

流
行
会
や
江
戸
趣
味
研
究
会
、
ひ
い
て
は
三
越
、
白
木
屋
、
松
屋
の
機
関
雑
誌

に
寄
稿
し
て
い
た
文
人
た
ち
と
重
複
す
る
者
が
多
く（

39
）
、
当
時
の
東
京
の
呉
服

店
／
百
貨
店
と
〈
江
戸
趣
味
〉
を
共
有
す
る
文
人
た
ち
と
の
関
係
が
見
て
取
れ

る
。『
あ
ふ
ひ
』
の
第
二
号
（
明
治
四
三
年
六
月
）、
第
三
号
（
明
治
四
三
年
七

月
）
の
裏
表
紙
に
三
越
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

大
正
二
年
に
大
屋
書
房
か
ら
江
戸
研
究
会
編
『
趣
味

研
究

大
江
戸
』
と
い
う
書
物
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
執
筆
者
も
、
佐
々
醒
雪
、
塚
原
渋
柿
園
、
幸
堂
得

知
、
饗
庭
篁
村
、
岡
野
知
十
、
小
泉
宇
外
、
幸
田
露
伴
、
伊
原
青
々
園
、
岡
本

綺
堂
、
樋
口
二
葉
、
田
村
西
男
ら
で
あ
り
、
や
は
り
呉
服
店
／
百
貨
店
や
そ
の

機
関
雑
誌
に
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
っ
て
い
た
文
人
た
ち
や
、
葵
文
会
周
辺
の

人
物
た
ち
と
重
複
し
て
い
る
。
渋
柿
園
は
、こ
の
書
に
「
江
戸
時
代
の
軟
文
学
」

集
っ
た
他
の
文
人
た
ち
と
の
関
係
を
重
視
し
た
渋
柿
園
と
い
う
人
間
の
姿
を
見

て
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
の
渋
柿
園
が
、
元
禄
研
究
会
や
流
行

会
、
江
戸
趣
味
研
究
会
、
雨
声
会
、
文
芸
委
員
会
、
文
芸
協
会
と
い
っ
た
数
多

く
の
組
織
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
。
三
越
の
流
行
会
を
取
り
上
げ
た

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
各
界
の
著
名
人
を
集
め
た
そ
の
存
在
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
一
人
の
参
加
者
に
焦
点
を
当
て
て
そ
れ
を
捉
え
直

す
と
、
そ
れ
も
個
人
が
か
か
わ
っ
て
い
た
い
く
つ
か
の
組
織
の
一
つ
に
過
ぎ
な

い
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
渋
柿
園
が
関
与
し
た
多
く
の
組
織

の
中
で
も
、
三
越
が
関
与
し
た
元
禄
研
究
会
や
、
三
越
の
内
部
組
織
で
あ
る
流

行
会
、
江
戸
趣
味
研
究
会
に
は
、
渋
柿
園
と
旧
知
の
間
柄
に
あ
る
文
人
た
ち
や
、

同
じ
幕
末
生
ま
れ
で
同
世
代
の
者
、
旧
幕
臣
の
家
系
と
い
う
同
じ
境
遇
に
あ
っ

た
者
、
江
戸
文
化
に
造
詣
の
深
か
っ
た
者
が
一
定
数
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
中

で
〈
江
戸
趣
味
〉
が
共
有
さ
れ
て
い
た
側
面
は
あ
ろ
う
。

葵
文
会
も
そ
う
し
た
組
織
の
一
つ
で
あ
る
。
葵
文
会
は
、
近
世
期
の
書
物
を

復
刊
し
た
葵
文
庫
や
、
大
槻
如
電
、
饗
庭
篁
村
、
幸
堂
得
知
監
修
に
よ
る
江

戸
文
化
、
文
学
の
研
究
誌
『
あ
ふ
ひ
』
を
吉
川
弘
文
館
と
連
携
し
て
刊
行
し
て

い
た
団
体
で
、『
あ
ふ
ひ
』
誌
上
に
は
、
会
員
と
し
て
沼
波
瓊
音
、
中
内
蝶
二
、

宮
武
外
骨
、
高
田
早
苗
ら
の
名
が
、『
あ
ふ
ひ
』
の
読
者
と
し
て
、
坪
内
逍
遥
、

巌
谷
小
波
、
関
根
正
直
、
前
田
曙
山
、
石
井
研
堂
、
柳
川
春
葉
、
小
川
煙
村
、

幸
田
露
伴
、
塚
越
停
春
、
伊
原
青
々
園
、
坂
井
久
良
岐
ら
の
名
が
見
え
る
。
渋
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店
／
百
貨
店
は
、〈
江
戸
文
化
〉
を
経
験
的
に
身
体
化
し
、
そ
れ
を
半
ば
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
に
回
顧
す
る
、
実
績
の
あ
る
旧
世
代
の
文
人
た
ち
に
象
徴
的
な
価

値
を
置
い
た
か
ら
で
あ
る
。
塚
原
渋
柿
園
と
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
。

お
わ
り
に

渋
柿
園
は
晩
年
ま
で
壮
健
で
あ
っ
た
が（

40
）
、
大
正
六
年
七
月
五
日
、
執
筆
中

に
体
調
を
崩
し
、
そ
の
ま
ま
死
去
し
た
。
渋
柿
園
存
命
中
の
文
学
史
は
、
や
は

り
明
治
二
〇
年
代
半
ば
の
歴
史
小
説
ブ
ー
ム
の
中
に
渋
柿
園
の
登
場
を
位
置
づ

け
、「
高
山
樗
牛
の
『
滝
口
入
道
』
は
之
に
応
じ
て
出
て
し
者
な
り
き
。
其
他

遅
塚
麗
水
村
井
弦
斎
塚
原
渋
柿
園
（
後
の
蓼
洲
）
等
の
作
家
は
皆
此
気
運
に
乗

じ
て
世
に
用
ゐ
ら
れ
た
り
。（
中
略
）
唯
渋
柿
園
の
筆
力
稍
望
を
属
す
る
に
足

る
者
あ
り
き
と
雖
、
麗
水
弦
斎
漸
次
に
方
向
を
転
じ
、
歴
史
小
説
勃
興
の
気
運

遂
に
去
り
ぬ
」（
岩
城
準
太
郎『
増
補
明
治
文
学
史
』育
英
舎
、明
治
四
二
年
）と
、

渋
柿
園
だ
け
を
例
外
的
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
。「
折
角
翹
望
さ
れ
た
歴
史
小

説
も
、
終
に
希
望
を
満
た
さ
れ
な
い
で
止
み
、
僅
に
塚
原
渋
柿
園
の
小
説
だ
け

に
そ
の
将
来
の
希
望
を
つ
な
ぐ
と
い
ふ
有
様
に
終
つ
た
」
と
記
し
た
田
山
花
袋

「
明
治
小
説
内
容
発
達
史
」（『
早
稲
田
文
学
社
文
学
普
及
会
講
話
叢
書
第
一
篇
』

文
学
普
及
会
、
大
正
三
年
）
の
記
述
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
渋
柿
園
が
没
し
て
数
年
を
経
た
大
正
末
期
に
は
、「
唯
塚
原
渋
柿

園
の
み
が
、後
日
の
大
成
を
期
待
さ
れ
た
が
、こ
れ
と
て
も
、卓
抜
し
た
史
眼
も
、

詩
人
と
し
て
の
情
熱
も
な
く
て
、
唯
漫
然
と
し
て
、
歴
史
上
の
風
俗
と
言
語
と

「
幕
末
の
江
戸
芸
者
」
と
い
う
記
述
を
寄
せ
て
い
る
が
、
前
者
は
『
あ
ふ
ひ
』

誌
上
に
連
載
し
た
も
の
の
再
録
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
本
文
が
重
な
り
合
っ
て
も

い
る
。
江
戸
研
究
会
と
い
う
組
織
の
実
態
は
不
詳
だ
が
、
こ
の
書
物
も
、
世
代

や
出
自
、
環
境
な
ど
の
理
由
か
ら
江
戸
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
文
人
た
ち

の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
維
新
か
ら
四
〇
年
程
が
経
過
し
た
た
め
に
生
じ
た
〈
江
戸
〉
と
の
物
理

的
な
距
離
や
、
日
露
戦
争
後
に
加
速
し
た
消
費
社
会
的
な
状
況
は
、〈
江
戸
〉

を
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
回
顧
し
た
り
、〈
江
戸
〉
を
〈
趣
味
〉
と
し
て
消
費
し

た
り
す
る
よ
う
な
感
性
を
育
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
初

期
の
元
禄
研
究
会
や
流
行
会
、
江
戸
趣
味
研
究
会
、
葵
文
会
、
江
戸
研
究
会
に

か
か
わ
っ
た
文
人
た
ち
と
、
三
越
な
ど
の
呉
服
店
／
百
貨
店
や
そ
の
機
関
雑
誌

と
が
結
び
つ
く
の
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
の
呉
服
店
が
西
洋
の
デ
パ
ー

ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
的
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
店
内
改
革
を
進
め
る
一
方
で
、

江
戸
と
の
連
続
性
や
伝
統
を
売
り
物
に
す
る
と
同
時
に
、
近
世
期
の
意
匠
を
再

利
用
す
る
形
で
近
代
的
な
流
行
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ

る
。
日
本
近
代
文
学
史
に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
時
期
に
パ

ン
の
会
に
集
っ
た
青
年
た
ち
が
や
は
り
〈
江
戸
〉
を
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
対

象
と
す
る
よ
う
な
感
性
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
も
、〈
江
戸
〉
と
の
物
理

的
な
距
離
や
日
露
戦
争
後
の
状
況
と
通
底
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
概
し
て
呉

服
店
／
百
貨
店
は
、〈
江
戸
趣
味
〉
に
浸
る
前
衛
的
な
青
年
芸
術
家
た
ち
と
結

び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
江
戸
と
の
連
続
性
や
伝
統
を
売
り
物
に
す
る
呉
服
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究
の
対
象
と
し
て
も
、
渋
柿
園
の
小
説
が
読
ま
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い

で
あ
ろ
う
が
、明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
の
〈
江
戸
趣
味
〉
の
広
が
り
の
中
で
、

一
人
の
旧
幕
臣
が
示
し
た
身
ぶ
り
は
、
同
時
期
に
存
在
し
た
様
々
な
組
織
と
一

人
の
文
人
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
、
一
つ
の
材
料
と
は
な
り
得
る
。
そ
し

て
、
少
な
く
と
も
三
越
の
流
行
会
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
渋
柿
園
は
、
近
代

的
な
意
味
で
の
流
行
の
創
出
に
積
極
的
に
加
担
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
他
の
文

人
た
ち
と
の
関
係
か
ら
組
織
に
名
を
連
ね
、
そ
の
場
で
自
身
が
身
体
化
し
て
い

る
江
戸
文
化
の
知
識
を
提
供
す
る
よ
う
な
か
か
わ
り
方
し
か
示
し
て
い
な
い
と

考
え
る
こ
と
も
充
分
可
能
な
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
流
行
会
は
江
戸
文
化
に
造

詣
が
深
い
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
組
織
に
対
し
て
積

極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
会
員
も
確
か
に
存
在
す
る
が
、
そ
う
し
た
文
人
た
ち
の

か
か
わ
り
の
経
緯
や
度
合
い
を
考
慮
し
な
が
ら
こ
の
組
織
を
捉
え
直
す
必
要
が

あ
ろ
う（

41
）
。

【
注
】

（
１
）「
文
壇
諸
名
家
雅
号
の
由
来
」（『
中
学
世
界
』
明
治
四
一
年
一
一
月
二
〇
日
）
参
照
。

（
２
）
概
し
て
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、「
塚
原
渋
柿
園
」（『
近
代
文
学
研
究
資
料
叢
書
　
第

十
七
巻
』
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
和
三
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）
雨
声
会
や
文
芸
委
員
会
設
置
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
和
田
利
夫
『
明
治
文
芸
院

始
末
記
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
元
年
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
三
瓶
達
司
「
塚
原
渋
柿
園
」（『
明
治
歴
史
小
説
論
叢
』
新
典
社
、
昭
和
六
二
年
）、「
渋

柿
園
作
「
天
草
一
揆
」」（『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
昭
和
六
三
年
三
月
）、「
渋
柿

を
臚
列
す
る
の
風
が
あ
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
勿
論
、
後
日
も
、
私
等
に
印
象
を

残
す
に
足
る
だ
け
の
作
品
を
殆
ど
出
さ
な
か
つ
た
」（
高
須
梅
渓
『
近
代
文
芸

史
論
』
日
本
評
論
社
出
版
部
、
大
正
一
〇
年
）、「
彼
に
は
相
当
の
歴
史
的
知
識

が
あ
つ
て
、
史
上
の
大
勢
を
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
た
上
に
、
好
ん
で
英
雄
の
気
分
、

性
行
を
描
い
て
、
時
に
そ
の
英
雄
の
俤
を
髣
髴
さ
せ
る
位
の
筆
力
は
見
ら
れ
た

が
、
欧
羅
巴
の
歴
史
小
説
な
ど
を
研
究
し
て
、
歴
史
小
説
の
新
意
義
を
自
覚
し

や
う
と
し
な
か
つ
た
の
で
、
皮
相
に
堕
し
、
千
篇
一
律
に
流
れ
て
、
大
成
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
」（
小
島
徳
弥
『
明
治
大
正
新
文
学
史
観
』（
教
文
社
、

大
正
一
四
年
）
と
、否
定
的
な
評
価
が
見
え
始
め
る
。
千
葉
亀
雄
『
新
聞
講
座
』

（
金
星
堂
、
大
正
一
四
年
）
が
「
わ
が
近
代
文
壇
に
数
の
少
な
い
、
歴
史
小
説

家
の
中
で
塚
原
渋
柿
の
名
を
記
憶
し
て
居
る
若
い
人
々
は
ど
れ
ほ
ど
有
る
こ
と

か
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
既
に
こ
の
時
期
に
は
渋
柿
園
と
い
う
存
在
は
忘

却
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
明
治
文
学
を
研
究
対
象
と
し
て
捉

え
た
柳
田
泉
「
明
治
の
歴
史
小
説
研
究
」（『
日
本
文
学
講
座
　
第
十
一
巻
』
新

潮
社
、
昭
和
二
年
）
は
、「
外
的
出
来
事
の
描
写
を
趣
向
と
す
る
歴
史
小
説
と

し
て
は
明
治
の
文
壇
で
渋
柿
の
上
を
越
す
作
家
は
一
寸
な
い
」
と
評
価
し
、「
渋

柿
は
も
と
武
士
で
あ
り
、
従
つ
て
武
士
魂
と
い
ふ
も
の
が
最
後
ま
で
残
つ
て
ゐ

る
」
作
家
と
位
置
づ
け
て
は
い
る
。
柳
田
の
こ
う
し
た
評
価
を
ふ
ま
え
、
そ
の

後
も
研
究
者
が
渋
柿
園
に
言
及
す
る
こ
と
は
多
少
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、「
は

じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
な
状
況
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
今
後
も
、
読
書
の
対
象
と
し
て
は
お
ろ
か
、
文
芸
評
論
や
文
学
研
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（
17
）「
第
二
回
元
禄
研
究
会
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
八
年
一
一
月
六
日
）
参
照
。

（
18
）「
第
三
回
元
禄
研
究
会
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
九
年
二
月
五
日
）
参
照
。

（
19
）「
大
隈
伯
邸
連
合
研
究
会
」（『
読
売
新
聞
』明
治
三
九
年
六
月
一
八
日
）
参
照
。
な
お
、

元
禄
研
究
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
共
同
研
究
「
歴
史

表
象
の
形
成
と
消
費
文
化
」（
平
成
二
二
〜
二
四
年
度
）
に
お
け
る
岩
淵
令
治
氏
の
報

告
「
旧
幕
臣
戸
川
残
花
と
元
禄
研
究
会
」（
平
成
二
二
年
一
二
月
一
八
日
　
於
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
）
を
参
照
し
た
。

（
20
）「
文
芸
協
会
記
事
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
三
九
年
三
月
）
参
照
。

（
21
）『
株
式
会
社
三
越

100
年
の
記
録
』（
前
掲
）
参
照
。

（
22
）
神
野
由
紀
『
趣
味
の
誕
生
　
百
貨
店
が
つ
く
っ
た
テ
イ
ス
ト
』（
前
掲
）
参
照
。

（
23
）
浜
田
四
郎
『
百
貨
店
一
夕
話
』（
日
本
電
報
通
信
社
、
昭
和
二
三
年
）
参
照
。

（
24
）『
早
稲
田
文
学
』（
明
治
三
九
年
一
〜
三
月
）
を
確
認
す
る
と
、
文
芸
協
会
の
発
起
人

に
は
、
巌
谷
小
波
、
伊
原
青
々
園
、
東
儀
鉄
笛
、
坪
井
正
五
郎
、
水
口
薇
陽
と
い
っ

た
流
行
会
会
員
や
後
に
会
員
に
な
る
名
が
見
え
、
賛
助
員
に
は
三
越
の
日
比
翁
助
の

名
も
あ
る
。
ま
た
、
発
会
式
で
行
わ
れ
た
余
興
の
演
劇
に
は
、
三
越
に
よ
る
衣
裳
の

調
製
や
屏
風
の
貸
与
が
あ
っ
た
。
文
芸
協
会
は
、
風
俗
研
究
を
含
め
た
文
芸
講
演
や

演
芸
刷
新
、旧
演
芸
研
究
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、三
越
の
流
行
会
、

元
禄
研
究
会
、
文
芸
協
会
に
関
与
し
た
文
人
た
ち
に
共
有
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
う

し
た
広
い
意
味
で
の
〈
文
芸
〉
で
あ
ろ
う
。

（
25
）
塚
原
渋
柿
園
「
尾
崎
紅
葉
」（『
中
央
公
論
』
明
治
四
〇
年
九
月
）
参
照
。

（
26
）
拙
著
『
流
行
と
虚
栄
の
生
成
　
消
費
文
化
を
映
す
日
本
近
代
文
学
』（
世
界
思
想
社
、

平
成
二
〇
年
）
参
照
。

（
27
）「
七
月
の
流
行
会
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
三
年
八
月
）
参
照
。

（
28
）「
九
月
の
流
行
会
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
三
年
一
〇
月
）
参
照
。

（
29
）「
十
月
の
流
行
会
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
三
年
一
一
月
）
参
照
。

（
30
）「
流
行
会
第
一
回
講
演
会
の
記
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』明
治
四
三
年
一
一
月
）参
照
。

園
に
お
け
る
由
井
正
雪
像
拾
遺
―
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
性
格
造
型
―
」（
同
、
平
成

元
年
三
月
）
参
照
。

（
５
）
菊
池
真
一
「『
金
忠
輔
』
を
め
ぐ
っ
て
―
渋
柿
園
、
美
妙
、
英
治
―
」（『
甲
南
女
子
大

学
研
究
紀
要
』
平
成
四
年
三
月
）、「
塚
原
渋
柿
園
著
作
一
覧
表
」（『
甲
南
国
文
』
平
成

七
年
三
月
）
参
照
。

（
６
）
例
え
ば
、
初
田
亨
『
百
貨
店
の
誕
生
』（
三
省
堂
、
平
成
五
年
）
や
神
野
由
紀
『
趣

味
の
誕
生
　
百
貨
店
が
つ
く
っ
た
テ
イ
ス
ト
』（
勁
草
書
房
、
平
成
六
年
）、
山
口
昌

男
『「
敗
者
」
の
精
神
史
』（
岩
波
書
店
、
平
成
七
年
）
な
ど
。

（
７
）
山
本
武
利
『
新
聞
記
者
の
誕
生
』（
新
曜
社
、
平
成
二
年
）
参
照
。

（
８
）
塚
原
渋
柿
園
「
桜
痴
居
士
」（『
太
陽
』
明
治
四
五
年
六
月
一
五
日
）
な
ど
。

（
９
）
大
久
保
利
謙
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
三
年
）
参
照
。

（
10
）
渋
柿
園
は
『
歴
史
の
教
訓
』（
東
亜
堂
書
房
、
大
正
四
年
）
な
ど
で
、
幕
末
維
新
期

の
自
身
の
経
験
が
様
々
な
意
味
で
の
教
訓
と
な
っ
た
こ
と
を
何
度
も
語
っ
て
い
る
。

（
11
）
徳
田
（
近
松
）
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
」（『
新
潮
』
明
治
四
四
年
二
月
）
に
よ
れ
ば
、

も
と
も
と
雨
声
会
は
当
時
の
読
売
新
聞
主
筆
竹
越
与
三
郎
（
三
叉
）
の
発
案
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
選
を
任
さ
れ
た
秋
江
の
案
で
は
、
当
初
渋
柿
園
の
名
は
そ
の

中
に
な
く
、
三
叉
の
修
正
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。
秋
江
は
、
渋
柿
園
を
「
書

き
落
し
た
」
と
し
、「
渋
柿
氏
は
当
然
あ
つ
て
好
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
12
）「
総
理
大
臣
閑
月
記
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
四
年
一
一
月
一
九
日
）
参
照
。

（
13
）
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
徳
田
（
近
松
）
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
他

の
文
人
た
ち
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。

（
14
）「
文
相
文
士
懇
話
会
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
二
年
一
月
二
一
日
）
参
照
。

（
15
）
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、『
株
式
会
社
三
越

100
年
の
記
録
』（
株
式
会
社
三
越
、

平
成
一
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（
16
）「
元
禄
研
究
会
」（『
時
好
』
明
治
三
八
年
八
月
）、「
第
一
回
元
禄
研
究
会
」（『
読
売
新

聞
』
明
治
三
八
年
七
月
二
四
日
）
参
照
。
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（
31
）「
十
一
月
の
流
行
会
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
三
年
一
二
月
）
参
照
。

（
32
）「
四
十
三
年
最
後
の
流
行
会
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』
明
治
四
四
年
一
月
）

（
33
）例
え
ば
、「
予
が
知
れ
る
刀
装
の
沿
革
」（『
み
つ
こ
し
タ
イ
ム
ス
』明
治
四
三
年
一
二
月
）

な
ど
。

（
34
）「
懸
賞
文
芸
二
十
種
」（『
三
越
』
大
正
二
年
九
月
）
参
照
。

（
35
）「
流
行
会
主
催
江
戸
趣
味
展
覧
会
」（『
三
越
』
大
正
四
年
六
月
）
参
照
。

（
36
）「
流
行
会
主
催
江
戸
趣
味
展
覧
会
」（『
三
越
』
大
正
四
年
七
月
）
参
照
。

（
37
）「
葵
文
会
第
一
回
展
覧
会
出
品
目
録
」（『
あ
ふ
ひ
』
明
治
四
三
年
五
月
）
参
照
。

（
38
）「
葵
文
会
の
展
覧
会
」（『
あ
ふ
ひ
』
明
治
四
三
年
五
月
）
参
照
。

（
39
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
流
行
と
虚
栄
の
生
成
　
消
費
文
化
を
映
す
日
本
近
代

文
学
』（
前
掲
）
や
、
拙
稿
「
流モ

ー
ド行
の
発
信
と
〈
文
学
〉
―
松
屋
呉
服
店
刊
『
今
様
』

の
文
芸
欄
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
掲
載
予
定
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
40
）「
四
月
の
流
行
会
」（『
三
越
』
大
正
五
年
五
月
）、「
弥
生
の
流
行
会
」（
同
　
大
正
六

年
四
月
）
参
照
。

（
41
）
山
崎
國
紀
「『
流
行
』
及
び
『
さ
へ
づ
り
』
の
周
辺
―
鷗
外
と
〈
三
越
〉
の
関
係
」（『
森

鷗
外
研
究
』
平
成
元
年
一
二
月
）
は
、
鷗
外
と
流
行
会
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕　
本
稿
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
歴
史
表
象
の
形
成
と
消
費
文
化
」

（
平
成
二
二
〜
二
四
年
度
）
に
お
け
る
報
告
「
流
行
研
究
会
の
文
人
た
ち
―
塚
原

渋
柿
園
の
位
置
」（
平
成
二
三
年
七
月
九
日
　
於
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
を
論

文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
共
同
研
究
員
の
皆
様
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

―
せ
ざ
き
・
け
い
じ
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
―


